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【第 3弾】 

認知症まちづくり 

中間評価地域円卓会議 
 

認知症当事者やそれぞれの担い手にとって、 

これからの見守り支援はどのように取り組んでいくべきかを議論する 

 

実施報告書 
 

日  時： 2024 年 2月 13 日（火）13:00-16:00（受付開始 12:30-） 

場  所： 沖縄県医師会 3F ホール（沖縄県島尻郡南風原町字新川 218-9） 

主  催： 沖縄認知症見守りコンソーシアム 

（公益財団法人みらいファンド沖縄、公益社団法人沖縄県地域振興協会） 

協  力： NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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ＡＣＴＩＶＩＴＹ ＲＥＰＯＲＴ 

【報告】【第 3弾】認知症まちづくり中間評価地域円卓会議 

■日  時：2024 年 2 月 13 日（火）13:00-16:00 

■場  所：沖縄県医師会 3F ホール 

■着席者数：9 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：11 名（行政、社会福祉協議会、他） 

■主  催：沖縄認知症見守りコンソーシアム 

（公益財団法人みらいファンド沖縄、 

公益社団法人沖縄県地域振興協会） 

■協  力：NPO法人まちなか研究所わくわく 
 

 
 

休眠預金を活用した認知症まちづくりは、折り返し地点を迎え、関連事業としては８年目になり

ます。これまで【見守り支援】【捜索支援】など見守る側からの視点で事業を行ってきました。しか

し、これまでの円卓会議の議論の積み重ねや認知症基本法成立の背景から【当事者主義】【外出支援】

へと認知症当事者本人を中心に据えた価値観に変化してきました。超高齢化社会の時代においては、

誰もが認知症当事者になりえます。例え認知症になっても、誰もが生きやすい地域とはどんな姿で

しょうか？今回の地域円卓会議では、当事者からみた見守り支援について考えていきます。 

センターメンバー 

 
石川 直希 

沖縄県子ども

生活福祉部 

高齢者福祉介

護課地域ケア

推進班 

 
上原 慶太 

沖縄県子ども

生活福祉部 

高齢者福祉介

護課地域ケア

推進班 

 
田中 将太 

琉球大学 

人文社会学部

人間社会学科 

 
野原 祐樹 

那覇市社会福

祉協議会 

地域福祉課 

首里地区 CSW 

 
金城 美根子 

南風原町 

山川地区 

民生委員 

 
新垣 綾子 

沖縄タイムス

社 DX 戦略局デ

ジタル編集部 

伊波 晋  
（公益財団法人みらいファンド沖縄 プログラムオフィサー） 

論点提供 

認知症当事者やそれぞれの担い手にとって、 

これからの見守り支援はどのように取り組んでいくべきかを議論する 
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＜板書記録＞ 
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➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

 認知症の方々と今回の事業で開発した地域の拠点施設をどう紐づけるのか、新しい参

画の仕方を実行団体からの提案を促したい。ここで生まれたつながりから、社協 CSW

等とのやり取りを行い、プロに相談できる機能も意識したい。  

 民間の資源をどう活かすか、どうつないでいくのか（つなぎ手）課題については更に

議論が必要。当事者の意見を聞き、彼らが日常生活を尊厳をもって暮らせることを視

点に、事業をたてつけることが重要。 
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■参加者によるサブセッション 

 

認知症当事者やそれぞれの担い手にとって、 

これからの見守り支援はどのように取り組んでいくべきかを議論する 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

・これからのみまもり支援 

・12 月に円卓（けいはつ） 

・当事者の人権がそもそもおきざり 

 認知症だからではなく本人の声がおきざりに

なっていた 

「本人の声をきこう」しっかり考えないと 

本人視点・・・家族の負担減すには。 

・想像力 自分もいつかなる 

・直接的に認知症の方をつながりないが、希望

大使と接するが、 

・高れい者と若年性認知症、ちがい 

・希望大使・かぞくは本人の声を大事にしてい

るが、高れい者になると・・・ 

・本当に本人がやりたいことをきけているのか 

・家族は家族でたいへんである 

・実際行きたくないデイサービスある 

・もっと若い世代（40 代）くらいへのけいも

う活動 

・2020 21 さいばん 介ゴ殺人じけん 70 代 

 17 年介ゴ 家族やまわりを頼らず介ゴづか 

 れ 認知症ひどくなって・・・ 

 （家にとじこもる、おいつめられる 

  人さまにめいわくかけない 

  認知症ハジ・・・言えない） 

県の意識調査 だれに介ゴされたいか？質問 

答 男→はいぐう者 

女→ホームヘルパー 

介ゴするのは女性、性別役割 分業 

社会からかえていく必要！ 

男女平等 ・ケア ジェンダー 

本人支援と家族と社会 

介ゴする家族はだれなのか？ 

②  

・当事者をいかにまきこむか 

・意見や理解を広める 

・希望大使 3 名が当団体から出た 

・家族に認知症を知ってもらう 

・そして、自治会へとつないでいく 

・カフェ（空き屋利用）を計画していた 

・地域のミニデイ参加者をつないで 

・花だんをつくって、手入れを当事者に 

 

③  

・地域に出てイベントに参加して住民の声

→ふれあいサロン→地域の支え合い 

 まち協（小学校単位）多様な団体→連携

→ナハ 18 の包括 

・平時にがっちりした仕組みが必要か 

災害時 
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【第 3弾】認知症まちづくり中間評価地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2024 年 2月 13日（火）13:00-16:00 

・場所：沖縄県医師会 3Fホール  

・着席者：9名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：11 名（行政、社会福祉協議会、他） 

（アンケート回収 5 名、回収率 45％） 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

 

 

 

４．満足度 

平均：4.8（5 点中） 

5. 

満足 

4. 

概ね 

満足 

3. 

普通 

2. 

あまり

満足し

ていな

い 

1. 

不 

満 

足 

 

4 名 1 名 0 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

 県外の事例や記者、民生委員視点での考え方

を知れた。 

 論点提供者、各着席者の話がとても分かり易

く、内容も濃く勉強になったため。他地域の

取組も参考になったため。 

 見守りの手段、必要性等今までとちがう視点

を持つことができた。 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

 「デイサービスへ働きに行く」のような視

点（100BLG）が印象に残った。どの地域でも

難しくないと思う。 

 田中さんの「アセット」の考え方がとても参

考になった。すでにある人やモノをどうほ

りおこし、つなげていくかという視点は認

知症の人もそうでない人もくらしやすいま

ちづくりに活かせそうだと思った。 

 当事者の生活視点で見るということを意識

します。 
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 
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